
付 録B BEFMシミュレーションモデル・

フレームワークの詳細

B.1 Worldクラス

B.1.1 シミュレーション時計・空間の設定/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
setClock Clock clock なし モデル内の時間経過をつかさどる時計を設定する。

このメソッドを用いて時計を設定することで、シミュ
レーション実行時にモデル内へ TimeEventが投げ
られるようになる。離散的な時間経過を扱うモデル
であれば、引数として、new StepClock()を使用し
て差し支えない。

getClock なし Clock この Worldが保持する Clockを取得する。存在し
ない場合、nullを返す。

setSpace Space space なし モデル内の地理的空間を設定する。地理的空間を扱
わないモデルであれば、このメソッドは使用しなく
ても構わない。

getSpace なし Space このWorldが保持する空間を取得する。存在しない
場合、nullを返す。

B.1.2 財の生成/明示的な消費

メソッド名 引数 戻り値 説明
createGoods GoodsType type,

double quantity

Goods 引数の type と quantity の Goods を生
成して返す。

consumeGoods Goods goods なし Goods を明示的に消費して Event を送
りたい時に呼ぶメソッドである。通常は
Agentの removeGoods メソッドで「財
を世界から消す」ことはできるが、このメ
ソッドを使用すると、使用時に Update-

WorldEventが送られるため、プレゼン
テーションコンポーネントなどで消費を
追うことが容易になる。
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B.1.3 エージェントの生成/参照/削除

メソッド名 引数 戻り値 説明
createAgent AgentType type Agent 引数の Typeのエージェントを生成し

て、World に追加する。生成直後に
Agentの init メソッドを呼ぶ。

createAgent なし Agent デフォルトの Typeを使用したエージェ
ントを生成して、Worldに追加する。モ
デル内にエージェントが１種類しか登
場しない場合や、Typeによるプライオ
リティ設定の必要がない場合に、使用
できる。

destoryAgent Agent agent なし Worldから Agentを削除する。Agent

の死亡・消滅を意味する。存在しない
Agentを削除しようとした時、Excep-

tionを投げる。
getAgent AgentType type Agent 引数の Typeの Agentを返す。該当す

る Agentが複数存在する場合、一番最
初に追加された Agentを返す。存在し
ない場合、Exceptionを投げる。

getAgents AgentType type Collection 引数の TypeのAgentの Collectionを
返す。もし存在しなければ、空の Col-

lectionを返す。
getAgentsRecursively AgentType type Collection 引数のType及びその子TypeのAgent

のCollectionを返す。存在しない場合、
空の Collectionを返す。

getAllAgents Collection Worldに追加されている全ての Agent

の Collectionを返す。

B.1.4 タイプとプライオリティの設定

メソッド名 引数 戻り値 説明
installAgentType String name AgentType AgentTypeを生成して返す。Typeの

生成には必ずこれらのメソッドを用い
ること。

installAgentType String name,

int priority

AgentType プライオリティをもつ AgentType を
生成して返す。Typeによってエージェ
ントの行動順を制御したい場合に使用
するメソッドである。Typeの生成には
必ずこれらのメソッドを用いること。

installGoodsType String name GoodsType GoodsTypeを生成して返す。Typeの
生成には必ずこれらのメソッドを用い
ること。

installBehaviorType String name BehaviorType BehaviorTypeを生成して返す。Type

の生成には必ずこれらのメソッドを用
いること。

installRelationType String name RelationType RelationTypeを生成して返す。Type

の生成には必ずこれらのメソッドを用
いること。
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B.1.5 乱数ジェネレータの追加/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
installRandom

NumberGenerator

RandomNumber

Generator ran-

dom

なし 引数の RandomNumberGener-

ator を World の randomMap

に追加する。もし、同じ name

の RandomNumberGenerator

が既にあれば、上書きされる。
getRandomNumber

Generator

String name RandomNumber

Generator

引数の name の RandomNum-

berGeneratorを検索して返す。
存在しない場合、nullを返す。

getRandomNumber

Generator

なし RandomNumber

Generator

Default の RandomNumber-

Generator を検索して返す。存
在しない場合、nullを返す。

B.2 Agentクラス

B.2.1 行動の追加/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
addBehavior BehaviorType type なし Behaviorを追加する。追加された

Behaviorは開始状態となる。この
時、追加された Behaviorには所
有者である Agent がセットされ
る。

getBehavior BehaviorType type Behavior 引数の Typeである Behaviorを
返す。該当する Behaviorが複数
存在する場合、一番初めに追加さ
れた Behaviorを返す。存在しな
い場合、Exceptionが投げられる。

getBehaviors BehaviorType type Collection 引数の Typeである Behaviorを
Collectionとして全て返す。存在
しない場合、空の Collectionを返
す。

getBehaviorsRecursively BehaviorType type Collection 引数の Type およびその子であ
る Behaviorを Collectionとして
全て返す。存在しない場合、空の
Collectionを返す。

removeBehavior Behavior behavior なし Behavior を終了して削除する。
Behavior 終了には、特にトラブ
ルが発生しやすいため、注意して
使用すること）
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B.2.2 所有財の追加/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
addGoods Goods goods なし 財を所有財に追加する。
removeGoods GoodsType

type, double

quantity

Goods 指定された種類の財を指定量引き
出して、返す。指定された種類の
財が指定量存在しない場合は、Ex-

ceptionが投げられる。type は、
引き出す財の種類。quantityは、
引き出す財の量。

removeGoodsRecursibely GoodsType

type, double

quantity

Collection 指定された種類の財を指定量引き
出して、返す。指定された種類に
下位種類があれば再帰的に検索す
るので、返されるのは Goodsで
はなくCollectionである。指定さ
れた種類の財が１種類でも指定量
ぶん存在しない場合、Exception

が投げられる。
removeAllGoods GoodsType

type

Goods 指定された種類の財をすべて引き
出して、返す。指定された種類の
財が存在しない場合、Exception

が投げられる。
removeAllGoodsRecursively GoodsType

type

Collection 指定された種類の財を全て引き出
して、返す。指定された種類に下
位種類があれば再帰的に検索する
ので、返されるのは Goodsではな
くCollectionである。指定された
種類の財が全く存在しない場合、
Exceptionが投げられる。

getQuantity GoodsType

type

GoodsQuantity 指定された種類の財の量を取得
する。指定された種類の財が無
ければ 0 を表す GoodsQuantity

インスタンスが返される。取得し
たGoodsQuantityから int、dou-

bleを得るには、GoodsQuantity

のもつ getValueAsInt()、getVal-

ueAsDouble()を使用すること。
getQuantityRecursively GoodsType

type

GoodsQuantity 指定された種類の財の量を取得す
る。指定された種類に下位種類が
あれば再帰的に検索する。指定さ
れた種類の財が無ければ 0を表す
GoodsQuantity インスタンスが
返される。取得した GoodsQuan-

tityから int、doubleを得るには、
GoodsQuantity のもつ getVal-

ueAsInt()、getValueAsDouble()

を使用すること。
hasGoods GoodsType

type

boolean 指定された種類の財を持っている
かどうか、真偽を返す。

getGoodsTypes なし Collection この Agentが持つ全ての財の種
類を返す。
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B.2.3 情報の追加/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
putInformation Information key,

Information value

なし エージェントに情報を追加する。keyは、
取り出す時の検索キー（情報）。value

は、追加したい情報。
getInformation Information key Information 引数の Informationをキーとする Infor-

mation(cloneではない)を返す。キーが
見つからなかった場合、Exceptionが投
げられる。

removeInformation Information key Information 引数の Informationをキーとする Infor-

mation(cloneではない)を削除して、返
す。キーが見つからなかった場合、Ex-

ceptionが投げられる。

B.2.4 関係の追加/取得

メソッド名 引数 戻り値 説明
addRelation RelationType

relationType,

Agent target

なし 関係を追加する。エージェントは同じ
種類の関係を複数もつことができる。
relationTypeは、追加したい関係の
Type。targetは、関係先の Agent。

addRelation Agent target なし デフォルトの Typeを利用して関係を
追加する。モデル内で関係を１種類し
か使わない時や、全てのエージェント
が関係を１種類しかもたない時に使用
できる。

getRelation RelationType

type

Relation 引数の Typeである関係を返す。該当
する関係が複数存在する場合、一番最
初に追加された関係を返す。存在しな
い場合、Exceptionが投げられる。

getRelation RelationType

type, Agent

agent

Relation 引数の Type、かつ関係先が引数の
Agentである関係を返す。

getRelations RelationType

type

Collection 引数の Typeである関係を全て返す。
存在しない場合、空の Collectionが
返される。

getRelationsRecursively RelationType

type

Collection 引数の Type 及びその Type の子の
Typeである全ての関係を返す。存在
しない場合、空の Collectionが返さ
れる。

removeRelation Relation rela-

tion

なし 引数の関係を削除する。

removeRelations RelationType

type

なし 引数の Typeの関係全てを削除する。

removeRelationsRecursively RelationType

type

なし 引数の Type及びその子Typeの関係
全てを削除する。

getRelationTypes なし Collection この RelaitonManagerのもつ関係の
Typeを返す。存在しない場合、Ex-

ceptionが投げられる。
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B.3 Behaviorクラス

B.3.1 エージェント/世界の参照

メソッド名 引数 戻り値 説明
getAgent なし Agent その行動をもっているエージェントを返す。Behaviorを継承した

クラス内で後述したエージェントメソッドを使用するには、このメ
ソッドでエージェントを参照すること。

getWorld なし World その行動をもっているエージェントが存在する世界を返す。Behavior

を継承したクラス内でエージェントを生成するといったワールドメ
ソッドを使用するには、このメソッドで世界を参照すること。

B.3.2 財の送信

メソッド名 引数 戻り値 説明
sendGoods Goods goods なし 既に開いている経路を利用して、財を送信す

る。開いている経路がない場合、Exceptionを
投げる。

sendGoods Relation relation,

BehaviorType behav-

iorType, Goods goods,

boolean keep

なし 関係先の単数のエージェントに対して、経路
を開き財を送信する。relationは、送信したい
エージェント単体に対する関係。behaviorType

は、送信先のエージェントがもつ、送信財を受
け取る行動の Type。goodsは、送信したい財。
keepは経路を keepするかどうかの真偽値。

sendGoods Relation relation,

BehaviorType be-

haviorType, Goods

goods

なし 関係先の単数のエージェントに対して、経路を
開き財を送信する。この時、keep=falseな経
路を自動的に開設するところが、上のメソッド
と異なる。

sendGoods RelationType relation-

Type, BehaviorType

behaviorType, Good-

sType goodsType,

double goodsQuantity,

boolean createGoods,

boolean keep

int 指定した関係先の全てのエージェントに対して、
経路を開いて財を送信する。戻り値は送り先
エージェントの数である。relationTypeは、送
信したい各エージェントに対する関係のType。
behaviorTypeは、送信先の各エージェントが
もつ、送信財を受け取る行動の Type。good-

sTypeは、送信したい財のType。goodsQuan-

tityは、送信したい財の量。createGoodsは、
送信したい財を新しく生成するかどうかの真偽
値。falseの場合、送信財は送信元のエージェ
ントの所有財から取り出される。keepは経路
を keepするかどうかの真偽値。

sendGoods RelationType relation-

Type, BehaviorType

behaviorType, Good-

sType goodsType,

double goodsQuantity,

boolean createGoods

int 指定した関係先の全てのエージェントに対し
て、経路を開き財を送信する。戻り値は送り先
のエージェント数である。この時、Keep=false

な経路を自動的に開設するところが、上のメ
ソッドと異なる。
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B.3.3 情報の送信

メソッド名 引数 戻り値 説明
sendInformation Information infor-

mation

なし 既に開いている経路を利用して、情報を送信
する。開いている経路がない場合は例外を投
げる。

sendInformation Relation relation,

BehaviorType

behaviorType,

Information infor-

mation, boolean

keep

なし 関係先の単数のエージェントに対して、経路
を開き情報を送信する。relationは、送信し
たいエージェント単体に対する関係。behav-

iorTypeは、送信先のエージェントがもつ、送
信情報を受け取る行動の Type。information

は、送信したい情報。keepは経路を keepす
るかどうかの真偽値。

sendInformation Relation relation,

BehaviorType

behaviorType,

Information infor-

mation

なし 関係先の単数のエージェントに対して、経路
を開き情報を送信する。この時、Keep=false

な経路を自動的に開設するところが、上のメ
ソッドと異なる。

sendInformation RelationType

relationType,

BehaviorType

behaviorType,

Information infor-

mation, boolean

keep

int 指定した関係先の全てのエージェントに対
して、経路を開き情報を送信する。戻り値
は送り先エージェントの数である。relation-

Typeは、送信したい各エージェントに対す
る関係の Type。behaviorTypeは、送信先の
各エージェントがもつ、送信情報を受け取る
行動のType。informationは、送信したい情
報の Type。keepは経路を keepするかどう
かの真偽値。

sendInformation RelationType

relationType,

BehaviorType

behaviorType,

Information infor-

mation, boolean

keep

int 指定した関係先の全てのエージェントに対
して、経路を開き情報を送信する。戻り値
は送り先エージェントの数である。この時、
Keep=falseな経路を自動的に開設するとこ
ろが、上のメソッドと異なる。

B.3.4 財/情報の受信

メソッド名 引数 戻り値 説明
getReceivedGoods なし Goods 最後に送られてきた財の参照を返す。再び財

/情報が送られてくるまで、このメソッドは
同じ参照を返す。

getReceivedInformation なし Information 最後に送られてきた情報の参照を返す。再び
財/情報が送られてくるまで、このメソッド
は同じ参照を返す。
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